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本特集号の概要と企画背景
 「活性酸素」「酸化ストレス」といえば “体の中の悪玉” といったイメージを持たれがちです。しかし近
年、これらは必ずしも悪役ではなく、細胞内・細胞外の応答機構に役割を担うことが明らかとなっていま
す。さらに最近では、活性酸素のみならず、窒素・炭素・硫黄など多彩な分子種が関連する「レドック
ス」（酸化還元）をキーワードとして生命科学の各分野で報告が相次いでいます。
　本書はそれらの知見を「疾患」を共通の切り口としてまとめる試みです。がん・代謝性疾患（メタボ
リックシンドローム）・老化・感染症・神経変性疾患などの病態において、レドックス状態はどのように関
わるのか？ 診断や予防・治療にどのように活かせるのか？ 各分野の第一人者より横断的に知見をご紹介い
ただくことで、未来の医療への礎を築くのが本書の目標です。この試みにぜひご協賛を賜りますよう、お
願い申し上げる次第です。

本書の

注目ポイント

2012年増刊号
活性酸素・ガス状分子による

恒常性制御と疾患

2015年7月号
酸素シグナルが

細胞機能を揺り動かす！

関連する
過去の特集

2009年増刊号
病態解明に迫る

活性酸素シグナルと酸化ストレス
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1）蛍光・発光レドックスイメージング 浦野泰照、花岡健二郎（東京大学）

2）活性酸素、酸化窒素、イオウ放出試薬の開発 中川秀彦（名古屋市立大学）

3）活性イオウメタボローム・イオウ代謝物とバイオマーカー 井田智章、西村　明（東北大学）

4）顕微質量レドックスイメージング 杉浦悠毅（慶應義塾大学）

5）レドックス活性鉄・銅イオンイメージング 平山　祐、永澤秀子（岐阜薬科大学）

6）レドックスセンサーと低酸素イメージング 南嶋洋司（九州大学）、武田憲彦（東京大学）

7）レドックス活性食品とタンパク質アダクトーム・疾患バイオマーカー
 柴田貴広（名古屋大学）、内田浩二（東京大学）

第３章　レドックスの検出手法，応用など

Ⅰ．新たなレドックス応答分子と代謝シグナル制御

1）活性イオウによる生体防御応答とエネルギー代謝・冬眠・休眠・老化
 澤　智裕（熊本大学）、赤池孝章（東北大学）

2）活性イオウとNOシグナル 渡邊泰男（昭和薬科大学）、居原　秀（大阪府立大学）

3）活性イオウによるミトコンドリア機能制御 西田基宏（生理学研究所、九州大学）

4）生体金属とイオウの相互作用/金属とガスの相互作用 末松　誠、加部泰明（慶應義塾大学）

Ⅱ．レドックス応答と細胞機能制御

5）Noxによるレドックスシグナル制御 住本英樹（九州大学）

6）レドックスチャネル制御 森　泰生（京都大学）

7）ASK1によるレドックスシグナル制御 松沢　厚（東北大学）、一條秀憲（東京大学）

8）糖代謝とレドックス制御 久下周佐（東北医科薬科大学）

Ⅲ．レドックスとストレス応答

9）Keap1による親電子ストレス感知機構 鈴木隆史、山本雅之（東北大学）

10）酸化ストレスとタンパク質品質管理 潮田　亮（京都産業大学）

11）チオレドキシンファミリーとエネルギー代謝 久堀　徹（東京工業大学）

12）セレニウム・チオレドキシンによるレドックス制御 今井浩孝（北里大学）

第１章　レドックスバイオロジーの新展開

3）RNAイオウ編集と糖尿病 魏　范研、富澤一仁（熊本大学）

4）セレノプロテインPによる酸化ストレス制御と糖尿病 斎藤芳郎1、野口範子1、御簾博文2、篁　俊成2

 （同志社大学1/金沢大学2）

5）チオレドキシン・Nox と心疾患 佐渡島純一（Rutgers New Jersey Medical School）

6）レドックス性肺疾患 杉浦久敏、一ノ瀬正和（東北大学）

7）NO、イオウ吸入療法の肺高血圧その他疾患への応用 市瀬　史（Harvard Medical School）

8）レドックスと神経変性疾患 上原　孝（岡山大学）

9）酸化ストレス性消化管疾患 内藤裕二（京都府立医科大学）

10）酸化ストレスと塩基修復・発がん 中別府雄作（九州大学）

11）レドックスとがん・鉄イオン関連疾患 豊國伸哉（名古屋大学）

12）環境ストレス応答と発がん制御 北村大志、本橋ほづみ（東北大学）

13）レドックスとがん進展 三木裕明（大阪大学）

14）酸化ストレスと腎障害 阿部高明（東北大学）

15）内耳の酸化障害とその防御機構 本蔵陽平、香取幸夫（東北大学）

16）難治性眼疾患と酸化ストレス 國方彦志、中澤　徹（東北大学）

17）骨代謝疾患における酸化ストレス病態 宮本洋一（昭和大学）

18）放射線障害と酸化ストレス病態 小野寺康仁（北海道大学）

第２章　レドックスと疾患

1）Nrf2/ATF4と酸化ストレス関連疾患 伊東　健（弘前大学）

2）レドックス環境毒性・エクスポゾームと疾患 熊谷嘉人（筑波大学）

編集：赤池孝章（東北大学大学院医学系研究科）、本橋ほづみ（東北大学加齢医学研究所）、
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＜序文＞ 赤池孝章（東北大学）

＜概論＞ レドックス疾患論 本橋ほづみ（東北大学）、赤池孝章（東北大学）、
 内田浩二（東京大学）、末松　誠（慶應義塾大学）
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編集／武田伸一（国立精神・神経医療研究センター）

骨格筋の恒常性と代謝・全身性の制御の最前線（仮題）


